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議案第１１３号 令和４年度大津市下水道事業会計の決算の認定について 

 

それでは、令和４年度大津市下水道事業会計の決算について、ご説明

いたします。 

「令和４年度大津市公営企業会計決算書」の６９ページをお開き下さ

い。 

「令和４年度大津市下水道事業報告書」です。 

「１概況」、「（１）総括事項」ページ中ほどの「ア処理状況」をご覧下さい。 

令和４年度の年間処理水量は、４，７４７万７千㎥で、対前年度、 

２１９万㎥の減となりました。 

内訳は、汚水処理水量が４，５４３万７千㎥、雨水処理水量が 

２０３万９千㎥です。 

また、汚水処理水量のうち使用料収入の対象となった有収水量につき

ましては、年間３，７１５万㎥となり、対前年度、８万２千㎥の減となりまし

た。 

結果、有収率は８１．８％となり、対前年度、２．５ポイントの増となりま

した。 

次に、「イ財政状況」です。 

６９ページ下段から７０ページ上段にかけてご覧下さい。 
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総収益１０４億２，７４７万円に対し、総費用８７億４，７８２万円となり、

差し引き、１６億７，９６５万円の当年度純利益となりました。 

次に、資本的収支では、収入総額１４億５，９６７万円に対し、支出総額 

５５億７，０８８万円となり、差引不足額は、４１億１，１２０万円となりまし

た。 

この不足額につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収

支調整額１億１，５８０万円、減債積立金１億３，３１４万円、過年度分損益

勘定留保資金３０億９，７７５万円、当年度分損益勘定留保資金 

７億６，４５０万円で補てんしました。 

次に、「ウ建設改良事業」です。 

記載のとおり、下水道未整備地区の解消、地震対策、終末処理場の再

構築など施設の改築更新、浸水対策などを実施しました。 

続きまして、「エ公営企業の経営の健全化について」です。 

財政健全化法（地方公共団体の財政の健全化に関する法律）に規定す

る資金不足比率については、０％以下となり、資金不足は生じていませ

ん。 

続きまして、７１ページをお願いいたします。 

「（２）経営指標に関する事項」については、経営の健全性を示す経常収

支比率は、健全経営の水準とされる１００％を上回っており、使用料水準
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の妥当性を示す経費回収率も、事業に必要な費用を下水道使用料で賄え

ている状況とされる１００％を上回っています。 

また、法定耐用年数を経過した管渠延長の割合を示す管渠老朽化率と

更新した管渠延長の割合を示す管渠改善率は、前年度に比して改善して

います。 

「（３）議会議決事項」について、令和４年度において議会の議決を得た

事項は５議案で、記載のとおりです。 

「（４）行政官庁許認可申請事項」、並びに、「（５）料金その他の供給条件

の設定、変更に関する事項」については、該当ありません。 

それでは、引き続き､令和４年度大津市下水道事業決算について、説明

させていただきます。 

決算書の５８、５９ページを、お開き下さい。 

「令和４年度大津市下水道事業決算報告書」です。 

金額につきましては、税込みで表示しております。 

まず、「(１)収益的収入及び支出」です。 

収入の第１款下水道事業収益ですが、当初予算額１０８億４，０４８万円

に、補正予算額１億３，８２４万円を増額した､予算額合計１０９億７，８７２

万円に対し、決算額は、１１０億９，４２８万円で、執行率は１０１．１％です。 

第１項営業収益の決算額は、７８億９，７７８万円で、主に、下水道使用
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料です。 

第２項営業外収益の決算額は、３１億９，６１２万円で、主に､一般会計繰

入金、長期前受金戻入です。 

第３項特別利益の決算額は、３６万円で、車両の売却に伴う固定資産売

却益を計上したものです。 

次に、支出、第１款下水道事業費用ですが、当初予算額９３億８，８３３

万円に、補正予算額１，３３４万円を増額した、予算額合計９４億１６７万円

に対し、決算額は、９２億９，８８２万円で、執行率は９８．９％です。 

第１項営業費用の決算額は、８４億５４７万円で、主に、人件費、下水道

施設の維持管理費及び減価償却費等です。 

第２項営業外費用の決算額は、８億８，８２６万円で、主に、企業債利息

です。 

第３項特別損失の決算額は、５０７万円で、土地の所管換えに伴う固定

資産売却損を計上したものです。 

第４項予備費の支出はありません。 

続きまして、６０、６１ページをお開き下さい。 

「（２）資本的収入及び支出」です。 

同じく金額は､税込みで表示しております。 

収入の第１款資本的収入ですが、当初予算額１１億８万円に、補正予算



 
 

-5- 
 

額５，０２８万円を減額し、地方公営企業法第２６条の規定による繰越額

に係る財源充当額４億９，０６４万円を加えた、予算額合計１５億４，０４４

万円に対し、決算額は、１４億５，９６７万円で、執行率は９４．８％です。 

第１項企業債の決算額は、５億５，７１０万円で、内容は、地方公共団体

金融機構からの借り入れです。 

第２項負担金の決算額は、８，５９６万円で、内容は、工事負担金及び受

益者負担金です。 

第３項出資金の決算額は、２億５，０７５万円で、内容は、一般会計から

の出資金です。 

第４項補助金の決算額は、５億６，５８２万円で、内容は、国庫補助金で

す。 

第５項固定資産売却代金は、３万円で、内容は、車両の売却に伴うもの

です。 

次に、支出、第１款資本的支出ですが、当初予算額５８億４，９３７万円

に、補正予算額２億７，３１５万円を減額し、地方公営企業法第２６条の規

定による繰越額５億６，５０９万円を加えた、予算額合計６１億４，１３１万

円に対し、決算額は、５５億７，０８８万円で、執行率は９０．７％です。 

また、翌年度繰越額は、２億９，０６６万円となっております。 

第１項建設改良費の決算額は、２０億９，３６６万円、第２項企業債償還
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金の決算額は、３４億７，７２１万円です。 

６２ページをお開き下さい。 

「令和４年度大津市下水道事業損益計算書」です。この損益計算書は、

令和４年度における事業の経営成績を明らかにするために、その期間中

に得たすべての収益と、これに対応するすべての費用を記載したもの

で、金額は、税抜きです。 

１営業収益は、主に、下水道使用料で、合計７２億３，３９４万円、２営業

費用は、下水道事業に係る人件費や経費などで、合計８１億３，０５７万円

で、差し引き、８億９，６６３万円の営業損失となりました。 

３営業外収益は、他会計負担金、長期前受金戻入などで、合計 

３１億９，３２０万円、４営業外費用は、企業債支払利息などで、合計 

６億１，２１６万円で、差し引き、２５億８，１０４万円となりました。 

これと、営業損失を差し引きした、経常利益は、１６億８，４４０万円とな

りました。 

５特別利益は、３３万円で、６特別損失は、５０７万円となり、結果、当年

度純利益及び当年度未処分利益剰余金は、１６億７，９６５万円となりまし

た。 

次の６４、６５ページをお開き下さい。 

「令和４年度大津市下水道事業剰余金計算書」です。金額は同じく、税
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抜きです。 

これは、資本金、資本剰余金、利益剰余金の変動を表すものです。 

上段左端から、資本金です。 

資本金は、前年度末残高３７１億６，２７８万円に対して、前年度処分額

２１億４，７０７万円を加えた、処分後残高は、３９３億９８６万円となりまし

た。 

当年度変動額は、３億８，３８９万円の増加となり、結果、当年度末残高

は、３９６億９，３７６万円となりました。 

次に、受贈財産評価額及び国庫補助金の合計である資本剰余金合計

の前年度末残高１億９，０５８万円に対して、前年度処分額は、なく、資本

剰余金の受け入れとして、当年度変動額１，６８３万円を加えた、当年度末

残高は、２億７４１万円となりました。 

次に、その右側、利益剰余金です。 

利益剰余金のうち、未処分利益剰余金の前年度末残高２２億８，０２２

万円につきましては、大津市水道事業、下水道事業及びガス事業の設置

等に関する条例第４条の５の規定により、繰延収益相当額として 

２１億４，７０７万円を自己資本金へ組み入れ、また、残額の１億３，３１４万

円は減債積立金へ積み立てました。 

結果、利益剰余金の処分後残高は、１億３，３１４万円となりました。 
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これに、当年度の変動額１５億４，６５１万円を加えた利益剰余金合計

は、１６億７，９６５万円となりました。 

資本金と剰余金を合わせた資本合計の当年度末残高は、一番右の行

の最下段、４１５億８，０８３万円となりました。 

６４ページ下をご覧下さい。 

「令和４年度大津市下水道事業剰余金処分計算書」です。金額は同じ

く、税抜きです。 

まず、資本剰余金の処分については、なく、決算で生じました未処分利

益剰余金の処分につきましては、大津市水道事業、下水道事業及びガス

事業の設置等に関する条例第４条の５の規定により、その全額 

１６億７，９６５万円を自己資本金に組み入れ、結果、資本金残高は、 

４１３億７，３４２万円となり、資本剰余金残高は、２億７４１万円、繰越利益

剰余金残高は、０円となります。 

６６ページをご覧下さい。 

「令和４年度大津市下水道事業貸借対照表」です。 

貸借対照表は、事業の財政状態を明らかにするために、令和５年３月 

３１日の時点において、保有する全ての資産、負債及び資本を総括的に表

示したものです。 

最初に資産の部です。 
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（１）有形固定資産は、土地、建物などで、合計は、１，１１０億５３万円、

（２）無形固定資産は、施設利用権などで、合計は、８０億３０万円、（３）投

資その他の資産は、その他投資として、出資金１，６６２万円を計上してい

ます。 

以上、固定資産合計は、１，１９０億１，７４５万円です。 

２流動資産は、現金・預金、未収金などで、合計は、５７億５６万円で、資

産合計は、１，２４７億１，８０２万円となりました。 

続きまして、６７ページをお願いいたします。負債の部です。 

３固定負債は、企業債並びに退職給付引当金で、合計は、 

２６８億７，２３９万円、４流動負債は、企業債並びに未払金などで、合計

は、４６億５，１７３万円、５繰延収益は、長期前受金で、このうち、既に収

益化したものを除いた額は、５１６億１，３０５万円となり、負債合計は、 

８３１億３，７１８万円となりました。 

続きまして、６８ページをお願いいたします。資本の部です。 

６資本金は、３９６億９，３７６万円、７剰余金は、資本剰余金、利益剰余

金で、１８億８，７０７万円、資本金と剰余金を合わせた資本合計は、 

４１５億８，０８３万円で、負債資本合計は、１，２４７億１，８０２万円であり、

資産合計と一致し、貸借均衡しております。 

続きまして少し飛びますが、７４ページをお願いいたします。 
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なお、７２から７３ページには、令和４年度に契約しました主な工事を記

載しております。説明は省略させていただきます。 

「３業務」、「（１）業務量」については、先ほど事業報告で説明したとおり

です。 

「（２）事業収入に関する事項」のうち、営業収益は、７２億３，３９４万円

で、対前年度１億１，４７６万円の増で、主に、使用料収入や雨水処理負担

金が増加したことによるものです。 

営業外収益は、３１億９，３２０万円で、対前年度３，６９５万円の減、特

別利益は、３３万円となりました。 

次に、「（３）事業費に関する事項」のうち、営業費用は、８１億３，０５７万

円で、対前年度１億１，１６４万円の増で、主に、維持管理費や固定資産除

却に伴う資産減耗費など、経費の増加によるものです。 

営業外費用は、６億１，２１６万円で、対前年度８，６４６万円の減で、主

に、企業債支払利息の減少によるもの、特別損失は、５０７万円となりま

した。 

７５ページをお願いいたします。 

「４会計」ですが、「（１）重要契約の要旨」については、終末処理場の再

構築に伴う、終末処理場汚泥処理棟解体工事委託及び終末処理場仮設

水処理施設建設委託を記載しております。 
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「（２）企業債及び一時借入金の概況」のうち、「ア企業債」は、財務省、地

方公共団体金融機構並びに民間金融機関からの借り入れで、前年度末残

高の計は、３２７億４，８８３万円、本年度借入高は、５億５，７１０万円、本

年度償還高は、３４億７，７２１万円、本年度末残高は、２９８億２，８７１万

円となりました。 

「イ一時借入金」は、ありません。 

「５その他」です。 

「（１）決算日後に生じた企業の状況に関する重要な事実」は、該当あり

ません。 

「（２）他会計負担金等の使途について」は、消費税の申告にあたり記載

しているもので、説明は省略させていただきます。 

また、７７ページにはキャッシュ・フロー計算書を、７８ページから８０ 

ページは、決算に関する注記事項を、８１ページから８５ページは、収益費

用明細書を記載しております。 

説明につきましては、省略させていただきます。 

次に、８６、８７ページをお開き下さい。「固定資産明細書」です。 

「（１）有形固定資産」の年度当初現在高合計は、１，６５３億４，４８３万

円、当年度増加額は、４３億４，１５７万円、当年度減少額は、 

２８億４，２４８万円、年度末現在高は、１，６６８億４，３９２万円となりまし
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た。 

また、減価償却累計額の当年度増加額は、４３億８，６４３万円、当年度

減少額は、２億９，２６３万円、累計は、５５８億４，３３８万円、年度末償却

未済高は、１，１１０億５３万円となりました。 

「（２）無形固定資産」の年度当初現在高合計は、８０億７，８０１万円、当

年度増加額は、２億７，７３３万円、当年度減少額は、９千円、当年度減価

償却高は、３億５，５０３万円、年度末現在高は、８０億３０万円となりまし

た。 

「（３）投資その他の資産」の年度当初現在高合計は、１，６６２万円、当年

度増加額は、なく、当年度減少額は、なく、年度末現在高は、１，６６２万円

となりました。 

次の８８ページから１０５ページまでは企業債明細書を記載しておりま

すが、説明は省略させていただきます。 

以上、令和４年度大津市下水道事業会計の決算についての説明とさせ

ていただきます。 


